
 

 

 

 

平素よりたくさんのご紹介誠にありがとうございます。 

 

いつもご紹介ありがとうございます。 

5月 紹介数  

内科 38 整形外科 31 腎・透析センター 2 歯科口腔外科 22 

内科 ER 144 放射線科 100 内視鏡 42 消化器内科 38 

外科 35 脳神経外科 3 呼吸器外科 6 眼科 5 

泌尿器科 33 小児科 21 胸部心臓血管外科 2 乳腺外科 8 

産婦人科 111 緩和ケア外科 34 循環器内科 63   

皮膚科 2 精神科 1 リハビリ科 10 合計 745 

 

 

 

心臓血管外科では、患者の健康と生活の質の向上を目指し、低侵襲手術に取り

組んでいます。今回は、現在当科が行っている低侵襲手術とその利点について紹

介します。 

心臓手術に対しては、右小開胸アプローチによる内視鏡支援下心臓手術（MICS：

Minimal invasive cardiac surgery）の施設認定を 2 年前に取得し、僧帽弁形成

術や僧帽弁置換術を中心に行っています。従来の胸骨正中切開アプローチの手術

と比べて、小さな切開口から胸骨を切らずに手術を行うため、患者の負担が少な

い手術方法です。術後の回復が早く、痛みや深部感染などの合併症のリスクが低減されます。また、創が小

さく、目立たない部位であるため、美容上も優れています。ただし、開心術すべてに適応できるのではなく、

単独の僧帽弁疾患や大動脈弁疾患、心房中隔欠損症等などが良い適応です。 

大血管手術に対しては、腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術（EVAR:Endovascular 

aneurysm repair）の施設認定を昨年取得しました。腹部大動脈瘤の治療は、開腹人工血管置換術が長らく

唯一の治療法でしたが、最近は、血管内からステント付き人工血管を内挿する EVAR が一般に行えるよう

になってきました。EVAR も MICS 同様に不適合な症例は存在しますが、当院では、昨年まで開腹人工血

管置換術を行っていたような腹部大動脈瘤症例の 2/3 を EVAR で行うようになっています。 

耳原総合病院心臓血管外科は、低侵襲手術を含めた詳細な情報を患者に提供し、手術の内容やメリット、

リスクについて理解していただくことを重視しています。そして、地域のクリニックとの連携を強化し、患

者の治療において最良の結果を提供したいと考えています。低侵襲手術に関する情報について、ご質問やご

相談がありましたら、ぜひ当科までご連絡ください。 

心臓血管外科・部長 金田敏夫 
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心臓血管外科・診療体制表 
           

月 火 水 木 金 土

心臓血管外科・午前診療

心臓血管外科・午後診療

＊手術日 × ×

×

＊手術日 ×（予）井上剛裕

＊手術日 （予）金田敏夫 ＊手術日 × ×



 

 

 

 

当院では、2025 年 4 月より人事体制が一部変更となり、新たに技師長および副技師長が就任

いたしました。新体制のもと、これまで以上に円滑で質の高い放射線検査の提供に努めてまいり

ます。 

現在、CT 装置 2 台体制により当日検査の受け入れも可能であり、MRI 検査については開業医

様専用の枠を確保し、必要に応じて柔軟に対応させていただいております。待ち時間の短縮とス

ムーズな検査実施を目標に、地域連携室と連携した体制を整えております。 

また、腹部エコー、透視検査、血管造影、乳房撮影、骨密度検査など、幅広い放射線検査に対

応可能な機器と専門技師を配置し、診療科や患者様の状態に応じた柔軟な検査提供を行っていま

す。なお、2025 年 7 月には骨密度測定装置の更新を予定しており、ワンスキャン機能などの先

進技術を備えた機器により、効率的な検査と低被ばくで高画質な画像提供が可能となります。 

検査結果につきましては、放射線科医・循環器医・各専門医による所見を添付し、翌診療日か

ら３診療日以内(検査によっては最長７日以内)までにご返却できるよう努めております。緊急性

の高い所見については、個別にご連絡いたします。 

さらに、撮影手法にも新しい技術を積極的に取り入れ、より質の高い画像提供ができるよう

日々研鑽を重ねております。また、検査申込用紙・問診表・予約票につきましても、皆さまにと

ってよりわかりやすくご利用いただけるよう、順次ブラッシュアップを進めております。 

本資料は、副技師長としての新たな立場から、皆さまとの連携をより一層深める一助となれば

との思いを込めて作成いたしました。 

今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

放射線科・副技師長 向井 亮太郎 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～放射線科の紹介～ 

質の高い画像提供ができるよう日々研鑽を重ねています 

 

 ～各診療科初症例を実施～ 


